
個人遺伝情報取扱協議会 
の取り組み 

特定非営利活動法人 
個人遺伝情報取扱協議会 

理事長 別所 直哉 

平成28年1月27日 

第４回 ゲノム医療等実用化推進TF 

平成28年１月27日 

別所委員 
資料 



P1 CPIGIとは 

特定非営利活動法人 個人遺伝情報取扱協議会 

Council for Protection of Individual Genetic 
Information 

（略称：CPIGI) 

 

設立：平成18年4月4日  

会員企業数：33社（平成27年11月25日現在） 

      2015年10月の認定制度開始発表以前と比較
し22％増 

理事・監事：ヤフー、エスアールエル、医学生物学研究所、
ジェネシスヘルスケア、DeNAライフサイエ
ンス、日立製作所、ジーンクエスト、NSD、
凸版印刷、オリンパスの各社にて構成 

主な活動：事業者、消費者等への普及啓発、自主基準の制
定、認定制度の運用 



P2 

CPIGI自主基準の概要等 
（正式：個人遺伝情報を取扱う企業が遵守すべき自主基準」） 

概要：経産省の個人遺伝情報保護ガイドラインに加え、倫理的・法的・社会的、
技術的な観点から、外部の専門家と共に個人遺伝情報を取扱う事業者が遵守
すべき事項を整理。 

策定：平成20年3月、改正：平成26年5月 

目次 記載例 



P3 CPIGI認定制度の概要等 

概要：自主基準の遵守状況等について第三者機関である審査委員会の書面、ヒアリング等（必要
に応じ実査）による審査に基づき認定。認定の有効期間は2年。 

趣旨：消費者の適切なサービス選択のための情報提供と個人遺伝情報の保護。 

審査委員：倫理・法律を含む人文・社会科学、自然科学（遺伝子、検査、品質）、遺伝子検査ビ
ジネス（親子鑑定、体質遺伝子検査ビジネス）、情報セキュリティの専門家、消費者。 

審査・評価項目： 
＜全：２０６項目＞ 
- 基本要件 
（１）法人としての基本的確認事項：２１項目 
- 遺伝子検査の実施 
（２）基本的要件：１７項目 
（３）個人への事前の情報提供：１８項目 
（４）インフォームド・コンセント：２８項目 
（５）解析：３３項目 
（６）科学的根拠：２１項目 
（７）個人への検査結果に対する情報提供：１１項目 
（８）カウンセリング問合せ窓口：４項目 
（９）個人遺伝情報・センシティブ情報・試料の取扱い：１１項目 
（10）DNA鑑定：２７項目 
- その他  
（11）2次的サービス：７項目 
（12）情報・試料の研究利用：８項目 

申請受付開始：平成27年10月26日（第1回応募件数13社（16事業）） 




